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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｎ－ループドメインがｉＴＡＣ由来である、非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガ
ンド。
【請求項２】
　Ｎ－ループドメインを除く該ポリペプチド受容体リガンドが、天然アミノ酸配列を有す
る、請求項１に記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項３】
　Ｎ－ループドメインを除く該ポリペプチド受容体リガンドが、天然アミノ酸配列および
非天然アミノ酸配列を有しており、該非天然アミノ酸配列は、少なくとも一つ以上の天然
アミノ酸を、異なるＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドの相同部位由来アミノ酸と置
換することにより生じた、請求項１に記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガン
ド。
【請求項４】
　異なるＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドの相同部位由来該アミノ酸が、コンセン
サスアミノ酸残基である、請求項３に記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガン
ド。
【請求項５】
　配列番号３、配列番号６、配列番号９、配列番号１０および配列番号１１の配列および
これらのバリエーションよりなる群から選ばれる配列であって、１２～１７以外の部位が
、ｉＴＡＣ、ＩＰ－１０またはＭＩＧ　ＣＸＣＲ３ポリペプチドリガンドにおける相同部
位由来アミノ酸に変化したものを含む、非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチドリガンド。
【請求項６】
　Ｎ－ループドメインがｉＴＡＣ由来である、非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受
容体リガンド。
【請求項７】
　Ｎ－ループドメインを除く該ポリペプチド受容体リガンドが、ＰＦ４の天然アミノ酸配
列を有している、請求項６に記載の非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガン
ド。
【請求項８】
　配列番号１３を含むポリペプチド配列を有する、請求項７に記載の非天然ＰＦ４　ＣＸ
ＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項９】
　受容体リガンドが、リガンドの成熟型であり、Ｎ－末端メチオニンを含む、請求項１～
５のいずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項１０】
　受容体リガンドが、リガンドの成熟型であり、Ｎ－末端メチオニンを含む、請求項６～
８のいずれかに記載の非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項１１】
　ポリペプチドの一つまたはそれ以上のアミノ酸が化学的に修飾されている、請求項１～
５または９のいずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項１２】
　ポリペプチドの一つまたはそれ以上のアミノ酸が化学的に修飾されている、請求項６～
８または１０のいずれかに記載の非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド
。
【請求項１３】
　非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドが、ＰＥＧ付加により修飾されている、
請求項１１に記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
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【請求項１４】
　非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドが、ＰＥＧ付加により修飾され
ている、請求項１２に記載の非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項１５】
　非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドが、融合ポリペプチドである、請求項１
～５、９または１１に記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンド。
【請求項１６】
　非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドが、融合ポリペプチドである、
請求項６～８、１０または１２に記載の非天然ＰＦ４　ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リ
ガンド。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３ポリペプチド受容体リガンドをエ
ンコードする配列を含むポリヌクレオチド。
【請求項１８】
　促進剤に対して操作可能に連結されている、請求項１７のポリヌクレオチドを含む発現
ベクター。
【請求項１９】
　請求項１７のポリヌクレオチドを含むウィルス発現ベクター。
【請求項２０】
　請求項１７または１８のポリヌクレオチドを含む宿主細胞。
【請求項２１】
　請求項１８の発現ベクターを含む宿主細胞。
【請求項２２】
　請求項２１の宿主細胞を非天然ＣＸＣＲ３リガンドが有利に産生される条件下で培養す
ること、ならびに、培地中で発現させた非天然ＣＸＣＲ３リガンドを単離することを含む
、非天然ＣＸＣＲ３リガンドを製造する方法。
【請求項２３】
　請求項１～１６のいずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３リガンドに特異的に結合する抗体
。
【請求項２４】
　個人における線維症の治療または予防のための医薬組成物であって、請求項１～１６の
いずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３リガンドを含む、医薬組成物。
【請求項２５】
　個人における線維症の治療または予防のための医薬組成物であって、請求項１～１６の
いずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３リガンドをコードするポリヌクレオチドを含む、医薬
組成物。
【請求項２６】
　非天然ＣＸＣＲ３リガンドをコードするポリヌクレオチドが、ウィルスベクター内に提
供されるものである、請求項２５に記載の医薬組成物。
【請求項２７】
　線維症が肺線維症である、請求項２４～２６のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項２８】
　肺線維症が特発性肺線維症である、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項２９】
　肺線維症が、既知の病因由来のものである、請求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項３０】
　線維症が、肝線維症、腎線維症、心線維症および強皮症から選択されるものである、請
求項２７に記載の医薬組成物。
【請求項３１】
　腫瘍を有する個人における腫瘍の成長を軽減する医薬組成物であって、請求項１～１６
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のいずれかに記載の非天然ＣＸＣＲ３リガンドを含む、医薬組成物。
【請求項３２】
　個人における腫瘍の成長を軽減する医薬組成物であって、請求項１～１６のいずれかに
記載の非天然ＣＸＣＲ３リガンドをエンコードするポリヌクレオチドを含む、医薬組成物
。
【請求項３３】
　非天然ＣＸＣＲ３リガンドをエンコードするポリヌクレオチドが、ウィルスベクター内
に提供される、請求項３２に記載の医薬組成物。
【請求項３４】
　アルキル化剤、ニトロソ尿素、代謝拮抗剤、抗腫瘍抗生物質、植物（ビンカ）アルカロ
イド、タキサンおよびステロイドホルモンから選択される抗腫瘍剤をさらに含む、請求項
２４～３３のいずれかに記載の医薬組成物。
【請求項３５】
　個人がヒトである、請求項２４～３４のいずれかに記載の医薬組成物。
 


	header
	written-amendment

